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大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

シリーズ 循環器内科部長 林 富士男情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート85

大阪赤十字病院の理念

特 集

食だより／夏　旬を味わう「新生姜の甘酢漬け」と「即席ちらし寿司」　　　お薬ミニ知識／お薬の効果に影響を及ぼす食品
〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ 　　かかりつけ医をもちましょう
新型コロナウイルス感染症 5類移行後の医療機関の対応について　　　Topics Box ニュース＆イベント

大空から「しあわせの花」すずらんが届けられました 本誌「びり～ぶ」について
皆さまのお声をお聞かせください

活動資金へのご協力ありがとうございました

無機抗菌剤・印刷・印刷面
JP0122518A0001V

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
病院のご案内

https://www.osaka-med.jrc.or.jp

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和5年7月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111■お問い合わせ （代表）
大阪赤十字病院

アンケート方法

右記のQRコードを
携帯電話で読み取り、

回答後、
送信してください。

https://www.jrc.or.jp赤十字全般

LINE
初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０
再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５

診察券は全科共通で使用いたしますので、
ご来院時には必ずお持ちください。

土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、
一部を制限しています。

保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

■保険証等

■ご 面 会

■診 察 券
■休 診 日

随時配信中！
フォローしてね友だち登録してね

当院は
敷地内全面
禁煙です
ご理解とご協力を
お願いします。

大阪赤十字病院、こんな取り組みもしています！

　令和５年５月23日(火)、全日本空輸株式会社の皆さまが、北海道
で栽培されたすずらんの切り花と、すずらんの香りがするしおりの
贈呈のため来院されました。すず
らんの寄贈は、全日本空輸株式会
社のご厚意により、昭和31年から
行われています。今年で68回目を

迎えましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、ご来院
いただいての寄贈は4年ぶりとなりました。
　当日は、１階正面玄関で寄贈セレモニーが行われた後、客室
乗務員の方よりご来院の患者さんと職員にしおりが配られ、
すずらんの花言葉のとおり「しあわせ」が訪れました。

　「赤十字」の創始者はスイス人のアンリ―・デュナンです。1859年にイタリア統一戦争の激戦地
でデュナンが「苦しむ人は敵味方関係なく救護しなければならない」という思いを持ったことが
赤十字の原点です。彼の誕生日にちなみ、毎年５月８日は世界赤十字デーと定められており、日本
赤十字社では、この日を含む毎年５月を赤十字運動月間としています。
　当院でも５月中に院内に設置した活動資金へのご協力をお願いする募金箱に、4,970円のご協
力をいただきました。誠にありがとうございました。

人事異動情報 （令和5年5月1日付～6月16日付）
採用

退職

　今後も皆さまの声を反映しながら、よりよい情報誌
にしていきたいと考えています。
ぜひ、皆さまのご意見・ご感想をお聞かせください。

ご協力をお願いします。

5月は赤十字運動月間

〈5月  1日付〉【産婦人科部】川田 悦子（医師）
〈6月  1日付〉【消化器外科部】白井 久也（医長）
　　　  　　【麻酔科・集中治療部】櫻井 洸太朗（非常勤嘱託医師）
〈6月16日付〉【消化器外科部】松末 亮（非常勤嘱託医師）

〈5月31日付〉【麻酔科・集中治療部】三好 健太郎（非常勤嘱託医師）

個人として資金を拠出された場合

TEL ： 06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置 ■表彰制度

●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき
→ 社長感謝状

3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書
〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で500万円以上
　　法人・団体の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で1,000万円以上

寄付金の全額（ただし、上限は寄付
者の年間所得額の40％）から2千円
を差し引いた額が寄付者の年間所
得総額から控除されます。
（所得税法第78条第2項第3号）

法人として資金を拠出された場合
●特定公益増進法人に対する寄付金
の損金算入限度額を損金に算入す
ることができます。
（法人税法第37条第4項）

ご寄付の連絡先

2.支部長表彰状（感謝状）  
　個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき

※国の表彰については、表彰を代行申請するものであり、ご受章をお約束するものではありません。また、代行申請にあたり別途ご提出いただく書類があります。

日本赤十字社に対してなされた活動資金
のご協力は、税制上の優遇措置が受けら
れます。

日本赤十字社では、ご寄付いただいた方・法人に対し下記のとおり感謝状などをお贈りしています。

※寄付金損金算入限度額については、法人の
　資本や所得金額によって異なります。
　限度額については税務署や税理士の方に
　ご確認ください。

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に励みます。

https://www.osaka-med.jrc.or.jp
ご寄付の方法については、当院ホームページにも掲載しています。

についてご 寄 付 皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

▲寄贈セレモニー

外来心臓リハビリテーション

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和5年7月発行　第85号1 8
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大阪赤十字病院、

猛暑や豪雨と地球温暖化。地球環境について考える機会が多くなる夏に、
当院『国際医療救援部』から環境に関する取り組みを紹介します。

こんな取り組みもしています！
当院では、診療行為以外にもさまざまな取り組みを 行っています。今号ではその一部を紹介します。

ＴＱＭ活動

　13階B病棟では『気管カニューレの痰づまりによる窒息を絶対に回避する！』という強い信念のもと、
TQM活動に取り組みました。気管カニューレは気管に開けた孔が塞がらないように気道を確保する
医療材料のことです。その取り扱いには専門的な知識と技術が求められますが、適切な気道管理を行う
ことで生命の危機に直結する危険を回避できます。そのためには看護師のスキルアップはもちろんの
こと、患者さんのご理解とご協力を得ながらケアに参加していただくことが肝要です。TQM活動をきっ
かけとして、①安全で安心な患者さん参画型医療をめざして勉強会を開催、②『気管カニューレ管理マニ
ュアル』の作成と周知、③呼吸ケアチームと連携した院内全体への普及活動を行っています。

　SDGs（持続可能な開発目標）がさまざまな分野で提唱されている
昨今、国内外での救援活動においても地球環境に負荷をかけない取り
組みが求められており、国際医療救援部でも数年前からこの仕組み
作りを行っています。今年4月、一つの実証実験を行いました。それは
再生可能エネルギーと、水循環システムを使って、キッチンモジュール
を一週間運用するものです。これを私たちは「地球防衛週間」と名付け
ました。かっこよくありませんか？
　キッチンモジュールは日本赤十字社の国際緊急救援の野外病院に
備わっているもので、屋外で患者さんや病院スタッフなど150人分の
温かい食事を提供することができます。

　まずは電気
です。太陽光パ
ネルと蓄電池を
用いて電力を
賄います。太陽
光パネルは快
晴の下で1時間

に300～400ワット発電できるもの
を42枚用いました。太陽光パネルで
発電した電気は一旦蓄電池にため
て、IHキッチンや冷蔵庫などに使用し
ます。また、水循環システムの機械も

　当院では、呼吸状
態の悪い患者さん
に対して気管挿管
や気管切開を行わ
ず、マスクを装着し
て行う人工呼吸管
理（NPPV）を行って
います。しかし、マス
クを長時間装着す
ると、圧迫による痛みや皮膚トラブルが発生することがあります。そこ
で、臨床工学技士と専門看護師がチームとなり、患者さんへの負担を
少しでも減らすための取り組みとして、①新型マスクの採用、②マスク
の定期的な交換、③マスクを定期的に外して除圧するなど、ルールを
策定しました。その結果、皮膚トラブル発生率は前年度の15.3%から
5.4%へと大幅に減少しました。今後も、NPPVマスクによる皮膚トラ
ブル発生ゼロを目標に、患者さんに、よりやさしい人工呼吸管理を
めざして活動を続けていきます。

Total Quality Management

no more! 気管閉塞

あなたの気管に（a）just fit  
　～安全なカニューレ管理に向けて～

医療の質の
向上のために

行われる改善活動
「TQM活動」について
当院の取り組みを
紹介します。

　ＴＱＭとは「Total Quality Management」の略で、総合的品質管理という意味
です。医療機関においては、医療の質の向上のために行われる改善活動を指すこと
が多く、当院では毎年テーマを決めて活動を行い令和５年度で8回目を迎えました。
ＴＱＭ活動では、各チームにおいて問題点の抽出、現状把握および目標の設定、
対策の立案、実施および実施後の効果測定・定着化を行います。
　令和４年度は９つのチームが活動を行いました。そのうち3つのチームの活動を紹介
します。

地球環境にやさしい救援活動を
めざして活動中です。

チーム名

マスクコンシェルジュ

サステナブルな
NPPVマスク管理をめざして
チーム名健康寿命延ばし隊

with コロナ  
新しい日常下での運動療法
チーム名

　運動療法は糖尿病治療の３本柱の１つで継続することが大切で
すが、新型コロナウイルス感染症の影響で、従来の糖尿病教育
入院の血糖コントロールのための運動プログラムである院内ウォ
ーキングの中止を余儀なくされました。そこで、東6階病棟では
入院中も退院後も継続できる運動プログラムの再構築を目標に、
医師、理学療法士、外来看護師と「健康寿命延ばし隊」という
チームを作り、有酸素運動だけではなく、新たにストレッチ運動
と筋力トレーニング2種（3段階の強度）を含めた運動プログラ
ムを完成させました。糖尿病の患者さんで運動療法にご興味の
ある方は、診
察の際に医
師、看護師に
お声がけく
ださい。

▲駐輪場の屋根に設置されている
　太陽光パネル

▲蓄電池に一旦電気をためる

▲水生成装置

★病院のことを知っていただくための活動

Information

　皆さまに病院のことを知っていただくため、広報誌「びり～ぶ」をはじめ、
さまざまな方法で病院の事業についてお知らせしています。

★イベント開催

フォローお願いします！

▲150人分が作れるキッチンモジュール

　新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、数年間各種イベントを行うこと
ができませんでしたが、昨年12月には正
面玄関にクリスマスツリーを、今年7月初
旬には七夕飾りを飾りました。
　今後も新型コロナウイルス感染症の
感染状況を見ながら、各種イベントを行
う予定です。

◀提供された
　パスタ・サラダ・スープ

この電気で動かします。
　続いて水です。空気中の水
分を集める水生成装置と水浄
化装置を組み合わせて水循環
システムを作りました。排水は
浄化装置できれいにして再利
用し、消費した水は水生成装置
で新たに補充する仕組みです。

もちろん最初に多少の水の確保は必要ですが、現在も国際救援の現場
では川の水を浄化して医療活動に使っています。つまり、半永久的に水
を確保できるということです。
　「太陽光で電気を確保し、水は循環させる」、これは夢のような話かも
しれませんが、国内外の災害現場では電気も水も容易に手に入れる
ことができません。しかし、命を守る私たちの活動には電気も水も無く
てはならないため、あらゆる手段でその確保を行っています。
　「国内外の救援活動をさらに自己完結で、そして地球環境にやさしい
やり方で」。国際医療救援部では、これらをめざしています。

昨年度より公式Instagramをはじめました。
今後、より積極的に活用していきます。
ぜひご覧ください。

※写真は
　前回の七夕飾り
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5.4%へと大幅に減少しました。今後も、NPPVマスクによる皮膚トラ
ブル発生ゼロを目標に、患者さんに、よりやさしい人工呼吸管理を
めざして活動を続けていきます。

Total Quality Management

no more! 気管閉塞

あなたの気管に（a）just fit  
　～安全なカニューレ管理に向けて～

医療の質の
向上のために

行われる改善活動
「TQM活動」について
当院の取り組みを
紹介します。

　ＴＱＭとは「Total Quality Management」の略で、総合的品質管理という意味
です。医療機関においては、医療の質の向上のために行われる改善活動を指すこと
が多く、当院では毎年テーマを決めて活動を行い令和５年度で8回目を迎えました。
ＴＱＭ活動では、各チームにおいて問題点の抽出、現状把握および目標の設定、
対策の立案、実施および実施後の効果測定・定着化を行います。
　令和４年度は９つのチームが活動を行いました。そのうち3つのチームの活動を紹介
します。

地球環境にやさしい救援活動を
めざして活動中です。

チーム名

マスクコンシェルジュ

サステナブルな
NPPVマスク管理をめざして
チーム名健康寿命延ばし隊

with コロナ  
新しい日常下での運動療法
チーム名

　運動療法は糖尿病治療の３本柱の１つで継続することが大切で
すが、新型コロナウイルス感染症の影響で、従来の糖尿病教育
入院の血糖コントロールのための運動プログラムである院内ウォ
ーキングの中止を余儀なくされました。そこで、東6階病棟では
入院中も退院後も継続できる運動プログラムの再構築を目標に、
医師、理学療法士、外来看護師と「健康寿命延ばし隊」という
チームを作り、有酸素運動だけではなく、新たにストレッチ運動
と筋力トレーニング2種（3段階の強度）を含めた運動プログラ
ムを完成させました。糖尿病の患者さんで運動療法にご興味の
ある方は、診
察の際に医
師、看護師に
お声がけく
ださい。

▲駐輪場の屋根に設置されている
　太陽光パネル

▲蓄電池に一旦電気をためる

▲水生成装置

★病院のことを知っていただくための活動

Information

　皆さまに病院のことを知っていただくため、広報誌「びり～ぶ」をはじめ、
さまざまな方法で病院の事業についてお知らせしています。

★イベント開催

フォローお願いします！

▲150人分が作れるキッチンモジュール

　新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、数年間各種イベントを行うこと
ができませんでしたが、昨年12月には正
面玄関にクリスマスツリーを、今年7月初
旬には七夕飾りを飾りました。
　今後も新型コロナウイルス感染症の
感染状況を見ながら、各種イベントを行
う予定です。

◀提供された
　パスタ・サラダ・スープ

この電気で動かします。
　続いて水です。空気中の水
分を集める水生成装置と水浄
化装置を組み合わせて水循環
システムを作りました。排水は
浄化装置できれいにして再利
用し、消費した水は水生成装置
で新たに補充する仕組みです。

もちろん最初に多少の水の確保は必要ですが、現在も国際救援の現場
では川の水を浄化して医療活動に使っています。つまり、半永久的に水
を確保できるということです。
　「太陽光で電気を確保し、水は循環させる」、これは夢のような話かも
しれませんが、国内外の災害現場では電気も水も容易に手に入れる
ことができません。しかし、命を守る私たちの活動には電気も水も無く
てはならないため、あらゆる手段でその確保を行っています。
　「国内外の救援活動をさらに自己完結で、そして地球環境にやさしい
やり方で」。国際医療救援部では、これらをめざしています。

昨年度より公式Instagramをはじめました。
今後、より積極的に活用していきます。
ぜひご覧ください。

※写真は
　前回の七夕飾り
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人生に立ち入る仕事だからこそ、
創造的に、より良い看護をめざしたい。

　
子
ど
も
の
頃
は
、知
ら
な
い
人
と

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
苦

手
で
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、い
ろ
ん
な
人
と
関
わ

り
、人
の
た
め
に
な
る
仕
事
に
憧
れ
を
抱
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。看
護
師
の
役
割
は「
身

の
回
り
の
お
世
話
を
す
る
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
の
で
、看
護
学
校
に
入
っ
て
か
ら
、

「
人
体
や
病
気
の
知
識
な
ど
、こ
ん
な
に
学
ぶ

こ
と
が
あ
る
ん
だ
」と
驚
き
ま
し
た
。さ
ら
に

入
職
後
は
、歳
の
離
れ
た
患
者
さ
ん
と
向
き
合

う
な
か
で
、「
た
だ
や
さ
し
く
す
る
だ
け
」で
は

い
け
な
い
、「
相
手
の
人
生
に
立
ち
入
る
」難
し

さ
も
痛
感
。と
く
に
、現
在
も
担
当
す
る
循
環

器
内
科
に
は
、生
活
習
慣
に
問
題
を
抱
え
る

患
者
さ
ん
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。「
体
に
良
く
な
い
か
ら
」と
、

い
く
ら
理
屈
で
説
明
し
て
も
、ご
本
人
が
そ
れ
ま
で
の
生
き

方
を
変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
が
年
齢

を
重
ね
る
に
つ
れ
、若
手
の
頃
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
患
者

さ
ん
の
思
い
に
近
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
慢
性
心
不
全
の
認
定
看
護
師
と
な
っ
た
の
も
、向
学
心
だ

け
で
な
く
、そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る
患
者
さ

ん
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。入
職
し
て
４
、５
年

経
ち
、マ
ニュ
ア
ル
ど
お
り
の
看
護
に

限
界
を
感
じ
て
き
た
頃
、あ
る
研
修

で〝
看
護
は
ア
ー
ト
で
あ
る
〞と
い
う

先
人
の
言
葉
を
教
わ
り
ま
し
た
。

「
患
者
さ
ん一人
ひ
と
り
の
生
き
方
や
個
性
が
違
う
の
だ
か
ら
、

看
護
の
や
り
方
も
創
造
的
で
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
」と
、

自
分
な
り
に
で
す
が
、そ
の
意
味
を
深
く
考
え
続
け
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
、さ
ら
に
学
び
、技
術
的
に
も
人
間
的
に
も

成
長
す
る
こ
と
で
、よ
り
柔
軟
に
、患
者
さ
ん一人
ひ
と
り
を

支
え
ら
れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

兵庫県生まれ。平成11年より大阪鉄道病院勤務を経て、平成17年大阪赤十字病院に入職。
平成28年に慢性心不全看護認定看護師の資格を取得。現在に至る。HIROKO KAWAI

看
護
部  

３
階
外
来  

看
護
師

（
慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師
）

　「
父
親
は
内
科
の
開
業
医
で
し
た
が
、

息
子
で
あ
る
僕
の
進
路
に
、ひ
と
言
も

口
を
出
し
た
こ
と
が
な
く
て
」と
い
う

林
医
師
。あ
く
ま
で
も
自
身
の
興
味
か

ら
、医
学
部
へ
。そ
し
て
循
環
器
内
科
医

へ
の
道
を
選
ん
だ
。な
ぜ
循
環
器
内
科

な
の
か
と
い
え
ば
、「
た
と
え
ば
血
圧
な

ど
、症
状
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
、理
論

的
に
考
え
や
す
く
、治
療
の
成
果
も
わ

か
り
や
す
い
か
ら
」。そ
の一方
で
、「
自
分

た
ち
の
判
断
ひ
と
つ
で
、大
き
く
経
過

が
変
わ
る
の
で
、常
に
緊
張
感
を
抱
い
て

い
ま
す
」。そ
ん
な
臨
床
医
と
し
て
の

原
点
を
学
ん
だ
の
が
、最
初
に
入
職
し

た
北
九
州
市
の
病
院
だ
っ
た
。

　「
ち
ょ
う
ど
当
時
、全
国
に
先
駆
け
て

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
導
入
す
る
拠
点
病

院
と
な
って
い
た
ん
で
す
。臨
床
と
研
究
、

情
報
発
信
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
な
か
、

た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」。

　
そ
の
中
心
に
い
た
恩
師
が
繰
り
返
し

口
に
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が〝F

or
T
he
Patient

（
患
者
さ
ん
の
た
め
に
）〞。

そ
の
言
葉
は
、30
年
前
、林
医
師
の
心
に

深
く
根
を
下
ろ
し
、医
療
人
と
し
て
の

生
き
方
を
支
え
続
け
て
き
た
。「
幅
広

い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。論

文
を
書
く
こ
と
だ
って
、研
究
す
る
こ
と

だ
って
、患
者
さ
ん
の
た
め
。そ
の
な
か
で

僕
に
与
え
ら
れ
た
役
割
は
、目
の
前
の

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
う
こ

と
だ
と
」。デ
ー
タ
や
理
論
を
参
考
に
し

な
が
ら
も
、個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を

見
極
め
、最
善
と
思
わ
れ
る
処
置
を
模

索
す
る
。そ
こ
で
、臨
床
医
と
し
て

の
経
験
や
技
量
が
問
わ
れ
る
の

だ
と
い
う
。「
新
た
な
環
境
や
キ
ャ

リ
ア
を
求
め
る
よ
り
、同
じ
場
所

で
経
験
を
積
も
う
と
」、ず
っ
と
臨

床
の
最
前
線
に
い
た
こ
と
が
、結

果
的
に
、患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関

係
を
深
め
る
糧
と
な
っ
た
。「
親
子

２
代
で
担
当
医
と
し
て
診
察
し
た

お
か
げ
で
、早
め
に
病
気
を
見
つ

け
、対
処
で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」。

　
満
を
持
し
て
、今
年
の
春
か
ら
循
環

器
内
科
部
長
と
な
っ
た
林
医
師
。ま
だ

自
身
が
臨
床
に
専
念
し
た
い
気
持
ち
を

抱
き
つつ
も
、他
の
先
生
た
ち
が
十
分
に

患
者
さ
ん
と
向
き
合
え
る
よ
う
、新
た

な
環
境
や
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。「
当
院
の
循
環
器
内
科
は
、心
臓
血

管
外
科
と
二
人
三
脚
で
、幅
広
い
疾
患

に
対
応
で
き
る
の
が
強
み
で
す
。こ
れ

か
ら
も
ス
タ
ッフ
全
員
で
レ
ベル
ア
ッ
プ
に

務
め
て
い
き
た
い
」。そ
の
根
っこ
に
あ
る

の
は
、若
手
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
、

〝
患
者
さ
ん
の
た
め
に
〞と
い
う
想
い
。

「『
先
生
が
診
て
く
れ
た
ら
安
心
だ
』と

旧
知
の
方
に
言
わ
れ
た
り
、『
お
か
げ
で

楽
に
な
っ
て
退
院
で
き
ま
す
』と
明
る

く
声
を
か
け
ら
れ
た
り
。そ
ん
な
患
者

さ
ん
の
信
頼
や
笑
顔
が
、私
た
ち
医
師

に
と
っ
て
何
よ
り
大
き
な
褒
美
で
す
か

ら
」。高
度
な
治
療
も
で
き
る
大
規
模

な
病
院
に
い
な
が
ら
、身
近
な
存
在
と

し
て
親
し
ま
れ
、多
く
の
人
か
ら
頼
り

に
さ
れ
る
林
医

師
。そ
の
姿
を
、

早
く
に
他
界
し

た
お
父
様
も
、き

っ
と
誇
ら
し
く
見

守
っ
て
い
る
。

目
の
前
の“
患
者
さ
ん
の
た
め
に
”︑

最
善
の
治
療
を
探
し
続
け
た
い
︒

循
環
器
内
科
部
長  

林  

富
士
男

理
論
的
に
考
え
な
が
ら
も
︑

一
人
ひ
と
り
の
最
善
を
見
極
め
る

信
頼
と
笑
顔
が
︑

こ
れ
か
ら
も
最
大
の
ご
褒
美
︒

F
U
J
IO
 H
A
Y
A
S
H
I

シ
リ
ー
ズ

腸
活
の
た
め
に〝
朝
か
ら
白
湯
を
飲
む
〞

を
習
慣
に
。

情
熱
の
白
衣
医
師
の
素
顔
●85

大阪府出身。平成5年京都大学医学部卒業。同大学附属病院で研修を経て、平成6年小倉記念病院に循環器内科医として入職。平成9年より大阪赤十字病院の循環器内科へ。
平成21年同科副部長、平成28年より集中治療部副部長を兼務。令和5年4月より現職。

★新型コロナウイルス感染症対策により、マスク着用での取材とさせていただきました。

　
香
り
づ
け
や
薬
味
と
し
て
、意
外
と
出
番
の
多
い
食
材
の
生
姜
で
す
が
、初
夏
か
ら
梅
雨
明
け
頃
に
か

け
て
は
、瑞
々
し
い
新
生
姜
が
出
回
り
ま
す
。繊
維
が
柔
ら
か
く
、爽
や
か
な
香
り
と
き
つ
過
ぎ
な
い
辛
み

を
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
、あ
ま
り
日
持
ち
が
し
な
い
た
め
甘
酢
漬
け
や
紅
し
ょ
う
が
な
ど
に
加
工
し
、楽
し

ま
れ
て
い
ま
す
。生
姜
の
特
徴
で
あ
る
辛
み
の
正
体
は「
ジ
ン
ゲ
ロ
ン
」

や「
シ
ョ
ウ
ガ
オ
ー
ル
」に
よ
る
も
の
で
す
。こ
れ
ら
の
成
分
に
は
優
れ
た

殺
菌
作
用
が
あ
り
、食
中
毒
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
場
は
腸
管
出
血
性
大
腸
菌（
Ｏ
１
５
７
）や
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

な
ど
の
細
菌
性
の
食
中
毒
が
増
加
し
て
く
る
季
節
で
す
。自
宅
で
の

食
事
や
お
弁
当
か
ら
の
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
、食
材
の
選
び
方
や

調
理
法
な
ど
を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士

光
田
千
穂

ミニ知識 薬剤部 調剤課
細田 麻由香お薬

　
お
薬
を
服
用
す
る
際
に
注
意
が
必
要
な
食
品（
食
べ
物
、飲
み
物
、嗜
好
品
な
ど
）を
ご
存

知
で
す
か
？
飲
み
合
わ
せ
が
よ
く
な
い
食
品
と一緒
に
お
薬
を
服
用
す
る
と
、お
薬
の
効
果
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、お
薬
を
服
用
す
る
際
に
注
意
が
必
要
な
食
品

を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
内
容
以
外
に
も
、お
薬
の
効
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
食
品
が
あ
り
ま
す
。

現
在
服
用
さ
れ
て
い
る
お
薬
と
食
品
の
飲
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

夏

■
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
と
飲
み
合
わ
せ
に
注
意
が
必
要
な
お
薬

　
お
薬
を
服
用
す
る
と
、体
内
で
お
薬
を
分
解
す
る
酵
素
が
働
い
て
お
薬
が
代
謝
さ
れ
ま
す
。グ
レ
ー
プ

フ
ル
ー
ツ
の
果
汁
や
果
皮
に
含
ま
れ
る
フ
ラ
ノ
ク
マ
リ
ン
誘
導
体
は
お
薬
を
分
解
す
る
酵
素
の
働
き
を

妨
げ
ま
す
。そ
の
た
め
、体
内
で
お
薬
の
効
果
が
強
く
出
て
し
ま
い
、副
作
用
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、高
血
圧
の
治
療
薬
の
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
は
、グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
と一
緒
に
服
用

す
る
と
お
薬
が
上
手
く
代
謝
さ
れ
ず
、効
果
が
強
ま
り
低
血
圧
な
ど
の
副
作
用
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
以
外
に
も
フ
ラ
ノ
ク
マ
リ
ン
誘
導
体
を
含
有
し
て
い
る
柑
橘
類
が
あ
り
注
意

が
必
要
で
す
。お
薬
を
服
用
す
る
際
は
ジ
ュ
ー
ス
や
お
茶
を
避
け
、お
水
で
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。

看護師レポート 85

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス

　
お
薬
が
体
内
へ
吸
収
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
る
お
水
が
あ
り
ま
す
。お
水
は
、含
有
さ
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
量

（
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
）が
高
い
硬
水
と
低
い
軟
水
に
分
類
さ
れ
ま
す
。ミ
ネ
ラ
ル
は
、お
薬

の
構
造
に
く
っ
つ
き
不
溶
性
の
化
合
物
に
変
化
し
ま
す
。そ
の
た
め
、硬
水
で
お
薬
を
服
用
す
る
と
お
薬
が

体
内
へ
吸
収
す
る
こ
と
を
妨
げ
、お
薬
の
効
果
を
弱
め
ま
す
。海
外
製
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
硬
水
の

製
品
が
多
い
た
め
お
薬
を
服
用
す
る
際
は
注
意
が
必
要
で
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

お
薬
の
効
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
食
品

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

340kcal
8.4ｇ
1.3ｇ
76.4ｇ
0.3ｇ

■栄養成分（1人分）

旬
を
味
わ
う

「
新
生
姜
の
甘
酢
漬
け
」と「
即
席
ち
ら
し
寿
司
」

コロナ禍を機に愛犬とのドライブ
が楽しみに。（停車中の写真）

300g
小さじ1/2
180ｃｃ
120ｃｃ
大さじ5

〈材料〉
新生姜
塩
　　 昆布だし
　　 酢
　　 砂糖

〈作り方〉
❶新生姜の茶色い部分のみ薄く皮をむき、
　繊維に沿って薄く切る。
❷鍋にたっぷりのお湯を沸かし塩を入れ、
①を1分程度さっと茹で、水気を切り
粗熱を取る。

　　 ❸Aの調味料を合わせ、②と一緒
　　　　に、清潔な保存容器で漬ける。
　　　❹半日程度冷蔵庫で寝かす。

新生姜の甘酢漬け

A

200ｇ
大さじ2

〈材料〉（1人分）
ご飯
甘酢漬けの漬け汁
新生姜の甘酢漬け
きゅうり
みょうが
鮭フレーク
大葉
白ごま

〈作り方〉
❶ご飯に甘酢漬けの漬け汁を混ぜる。
❷食べやすい大きさに刻んだ新生姜の
　甘酢漬け、きゅうり、みょうがを加え、
　鮭フレークと一緒に混ぜ合わせる。
❸器に盛り、刻んだ大葉と白ごまをふる。

20ｇ
1/3本
1/2本
10ｇ
2枚
適量

即席ちらし寿司

食中毒にならないために
・細菌やウイルスを「付けない」「増やさない」「やっつける」を意識する。
・調理の前、生肉や魚、卵に触れた後は、ハンドソープを使って手を洗う。
・肉や魚は中心部までよく加熱し、作り置きの場合は電子レンジなどで
再加熱をする。

・作り置き料理には唐辛子やにんにく、生姜、酢や梅干しなどの殺菌
作用の高い食材を使用する。

・
降
圧
剤
：
ベ
ラ
パ
ミ
ル（
ワ
ソ
ラ
ン
®
）、ア
ム
ロ
ジ
ピ
ン（
ノ
ル
バ
ス
ク
®
）、

　
　
　
　
ア
ゼ
ル
ニ
ジ
ピ
ン（
カ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
®
）

・
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
薬
：
ア
ト
ル
バ
ス
タ
チ
ン（
リ
ピ
ト
ー
ル
®
）

・
催
眠
薬
：
ト
リ
ア
ゾ
ラ
ム（
ハ
ル
シ
オ
ン
®
）

・
利
尿
剤
：
ト
ル
バ
プ
タ
ン（
サ
ム
ス
カ
®
）

・
免
疫
抑
制
薬
：
タ
ク
ロ
リ
ム
ス（
プ
ロ
グ
ラ
フ
®
）、シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン（
ネ
オ
ー
ラ
ル
®
）

■
フ
ラ
ノ
ク
マ
リ
ン
誘
導
体
を
含
有
し
て
い
る
柑
橘
類

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
ー
、ダ
イ
ダ
イ
、ハ
ッ
サ
ク
、夏
ミ
カ
ン
な
ど

■
ミ
ネ
ラ
ル
に
よ
り
お
薬
の
吸
収
が
妨
げ
ら
れ
る
お
薬

・
抗
菌
薬
：
ミ
ノ
サ
イ
ク
リ
ン（
ミ
ノ
マ
イ
シ
ン
®
）、レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン（
ク
ラ
ビ
ッ
ト
®
）

・
骨
粗
し
ょ
う
症
治
療
薬
：
ア
レ
ン
ド
ロ
ン
酸（
ボ
ナ
ロ
ン
®
）

大学時代はテニス部。いつかグラ
ンドスラムを現地で観戦したい！

河
合
寛
子

5 4

Believe85.indd   5 2023/07/10   8:57



人生に立ち入る仕事だからこそ、
創造的に、より良い看護をめざしたい。

　
子
ど
も
の
頃
は
、知
ら
な
い
人
と

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
苦

手
で
し
た
。だ
か
ら
こ
そ
、い
ろ
ん
な
人
と
関
わ

り
、人
の
た
め
に
な
る
仕
事
に
憧
れ
を
抱
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。看
護
師
の
役
割
は「
身

の
回
り
の
お
世
話
を
す
る
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
強
か
っ
た
の
で
、看
護
学
校
に
入
っ
て
か
ら
、

「
人
体
や
病
気
の
知
識
な
ど
、こ
ん
な
に
学
ぶ

こ
と
が
あ
る
ん
だ
」と
驚
き
ま
し
た
。さ
ら
に

入
職
後
は
、歳
の
離
れ
た
患
者
さ
ん
と
向
き
合

う
な
か
で
、「
た
だ
や
さ
し
く
す
る
だ
け
」で
は

い
け
な
い
、「
相
手
の
人
生
に
立
ち
入
る
」難
し

さ
も
痛
感
。と
く
に
、現
在
も
担
当
す
る
循
環

器
内
科
に
は
、生
活
習
慣
に
問
題
を
抱
え
る

患
者
さ
ん
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。「
体
に
良
く
な
い
か
ら
」と
、

い
く
ら
理
屈
で
説
明
し
て
も
、ご
本
人
が
そ
れ
ま
で
の
生
き

方
を
変
え
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
が
年
齢

を
重
ね
る
に
つ
れ
、若
手
の
頃
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
患
者

さ
ん
の
思
い
に
近
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
慢
性
心
不
全
の
認
定
看
護
師
と
な
っ
た
の
も
、向
学
心
だ

け
で
な
く
、そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱
え
る
患
者
さ

ん
を
幅
広
く
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思

っ
た
か
ら
で
す
。入
職
し
て
４
、５
年

経
ち
、マ
ニュ
ア
ル
ど
お
り
の
看
護
に

限
界
を
感
じ
て
き
た
頃
、あ
る
研
修

で〝
看
護
は
ア
ー
ト
で
あ
る
〞と
い
う

先
人
の
言
葉
を
教
わ
り
ま
し
た
。

「
患
者
さ
ん一人
ひ
と
り
の
生
き
方
や
個
性
が
違
う
の
だ
か
ら
、

看
護
の
や
り
方
も
創
造
的
で
あ
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
」と
、

自
分
な
り
に
で
す
が
、そ
の
意
味
を
深
く
考
え
続
け
て
い
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
、さ
ら
に
学
び
、技
術
的
に
も
人
間
的
に
も

成
長
す
る
こ
と
で
、よ
り
柔
軟
に
、患
者
さ
ん一人
ひ
と
り
を

支
え
ら
れ
る
看
護
師
に
な
り
た
い
で
す
。

兵庫県生まれ。平成11年より大阪鉄道病院勤務を経て、平成17年大阪赤十字病院に入職。
平成28年に慢性心不全看護認定看護師の資格を取得。現在に至る。HIROKO KAWAI

看
護
部  

３
階
外
来  

看
護
師

（
慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師
）

　「
父
親
は
内
科
の
開
業
医
で
し
た
が
、

息
子
で
あ
る
僕
の
進
路
に
、ひ
と
言
も

口
を
出
し
た
こ
と
が
な
く
て
」と
い
う

林
医
師
。あ
く
ま
で
も
自
身
の
興
味
か

ら
、医
学
部
へ
。そ
し
て
循
環
器
内
科
医

へ
の
道
を
選
ん
だ
。な
ぜ
循
環
器
内
科

な
の
か
と
い
え
ば
、「
た
と
え
ば
血
圧
な

ど
、症
状
を
数
値
化
す
る
こ
と
で
、理
論

的
に
考
え
や
す
く
、治
療
の
成
果
も
わ

か
り
や
す
い
か
ら
」。そ
の一方
で
、「
自
分

た
ち
の
判
断
ひ
と
つ
で
、大
き
く
経
過

が
変
わ
る
の
で
、常
に
緊
張
感
を
抱
い
て

い
ま
す
」。そ
ん
な
臨
床
医
と
し
て
の

原
点
を
学
ん
だ
の
が
、最
初
に
入
職
し

た
北
九
州
市
の
病
院
だ
っ
た
。

　「
ち
ょ
う
ど
当
時
、全
国
に
先
駆
け
て

カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を
導
入
す
る
拠
点
病

院
と
な
って
い
た
ん
で
す
。臨
床
と
研
究
、

情
報
発
信
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
な
か
、

た
く
さ
ん
の
刺
激
を
受
け
ま
し
た
」。

　
そ
の
中
心
に
い
た
恩
師
が
繰
り
返
し

口
に
し
て
い
た
こ
と
、そ
れ
が〝F

or
T
he
Patient

（
患
者
さ
ん
の
た
め
に
）〞。

そ
の
言
葉
は
、30
年
前
、林
医
師
の
心
に

深
く
根
を
下
ろ
し
、医
療
人
と
し
て
の

生
き
方
を
支
え
続
け
て
き
た
。「
幅
広

い
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
。論

文
を
書
く
こ
と
だ
って
、研
究
す
る
こ
と

だ
って
、患
者
さ
ん
の
た
め
。そ
の
な
か
で

僕
に
与
え
ら
れ
た
役
割
は
、目
の
前
の

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
に
向
き
合
う
こ

と
だ
と
」。デ
ー
タ
や
理
論
を
参
考
に
し

な
が
ら
も
、個
人
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を

見
極
め
、最
善
と
思
わ
れ
る
処
置
を
模

索
す
る
。そ
こ
で
、臨
床
医
と
し
て

の
経
験
や
技
量
が
問
わ
れ
る
の

だ
と
い
う
。「
新
た
な
環
境
や
キ
ャ

リ
ア
を
求
め
る
よ
り
、同
じ
場
所

で
経
験
を
積
も
う
と
」、ず
っ
と
臨

床
の
最
前
線
に
い
た
こ
と
が
、結

果
的
に
、患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関

係
を
深
め
る
糧
と
な
っ
た
。「
親
子

２
代
で
担
当
医
と
し
て
診
察
し
た

お
か
げ
で
、早
め
に
病
気
を
見
つ

け
、対
処
で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
」。

　
満
を
持
し
て
、今
年
の
春
か
ら
循
環

器
内
科
部
長
と
な
っ
た
林
医
師
。ま
だ

自
身
が
臨
床
に
専
念
し
た
い
気
持
ち
を

抱
き
つつ
も
、他
の
先
生
た
ち
が
十
分
に

患
者
さ
ん
と
向
き
合
え
る
よ
う
、新
た

な
環
境
や
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。「
当
院
の
循
環
器
内
科
は
、心
臓
血

管
外
科
と
二
人
三
脚
で
、幅
広
い
疾
患

に
対
応
で
き
る
の
が
強
み
で
す
。こ
れ

か
ら
も
ス
タ
ッフ
全
員
で
レ
ベル
ア
ッ
プ
に

務
め
て
い
き
た
い
」。そ
の
根
っこ
に
あ
る

の
は
、若
手
時
代
か
ら
変
わ
ら
な
い
、

〝
患
者
さ
ん
の
た
め
に
〞と
い
う
想
い
。

「『
先
生
が
診
て
く
れ
た
ら
安
心
だ
』と

旧
知
の
方
に
言
わ
れ
た
り
、『
お
か
げ
で

楽
に
な
っ
て
退
院
で
き
ま
す
』と
明
る

く
声
を
か
け
ら
れ
た
り
。そ
ん
な
患
者

さ
ん
の
信
頼
や
笑
顔
が
、私
た
ち
医
師

に
と
っ
て
何
よ
り
大
き
な
褒
美
で
す
か

ら
」。高
度
な
治
療
も
で
き
る
大
規
模

な
病
院
に
い
な
が
ら
、身
近
な
存
在
と

し
て
親
し
ま
れ
、多
く
の
人
か
ら
頼
り

に
さ
れ
る
林
医

師
。そ
の
姿
を
、

早
く
に
他
界
し

た
お
父
様
も
、き

っ
と
誇
ら
し
く
見

守
っ
て
い
る
。

目
の
前
の“
患
者
さ
ん
の
た
め
に
”︑

最
善
の
治
療
を
探
し
続
け
た
い
︒

循
環
器
内
科
部
長  

林  

富
士
男

理
論
的
に
考
え
な
が
ら
も
︑

一
人
ひ
と
り
の
最
善
を
見
極
め
る

信
頼
と
笑
顔
が
︑

こ
れ
か
ら
も
最
大
の
ご
褒
美
︒

F
U
J
IO
 H
A
Y
A
S
H
I

シ
リ
ー
ズ

腸
活
の
た
め
に〝
朝
か
ら
白
湯
を
飲
む
〞

を
習
慣
に
。

情
熱
の
白
衣
医
師
の
素
顔
●85

大阪府出身。平成5年京都大学医学部卒業。同大学附属病院で研修を経て、平成6年小倉記念病院に循環器内科医として入職。平成9年より大阪赤十字病院の循環器内科へ。
平成21年同科副部長、平成28年より集中治療部副部長を兼務。令和5年4月より現職。

★新型コロナウイルス感染症対策により、マスク着用での取材とさせていただきました。

　
香
り
づ
け
や
薬
味
と
し
て
、意
外
と
出
番
の
多
い
食
材
の
生
姜
で
す
が
、初
夏
か
ら
梅
雨
明
け
頃
に
か

け
て
は
、瑞
々
し
い
新
生
姜
が
出
回
り
ま
す
。繊
維
が
柔
ら
か
く
、爽
や
か
な
香
り
と
き
つ
過
ぎ
な
い
辛
み

を
持
つ
こ
と
が
特
徴
で
、あ
ま
り
日
持
ち
が
し
な
い
た
め
甘
酢
漬
け
や
紅
し
ょ
う
が
な
ど
に
加
工
し
、楽
し

ま
れ
て
い
ま
す
。生
姜
の
特
徴
で
あ
る
辛
み
の
正
体
は「
ジ
ン
ゲ
ロ
ン
」

や「
シ
ョ
ウ
ガ
オ
ー
ル
」に
よ
る
も
の
で
す
。こ
れ
ら
の
成
分
に
は
優
れ
た

殺
菌
作
用
が
あ
り
、食
中
毒
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

夏
場
は
腸
管
出
血
性
大
腸
菌（
Ｏ
１
５
７
）や
黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌

な
ど
の
細
菌
性
の
食
中
毒
が
増
加
し
て
く
る
季
節
で
す
。自
宅
で
の

食
事
や
お
弁
当
か
ら
の
食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
、食
材
の
選
び
方
や

調
理
法
な
ど
を
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士

光
田
千
穂

ミニ知識 薬剤部 調剤課
細田 麻由香お薬

　
お
薬
を
服
用
す
る
際
に
注
意
が
必
要
な
食
品（
食
べ
物
、飲
み
物
、嗜
好
品
な
ど
）を
ご
存

知
で
す
か
？
飲
み
合
わ
せ
が
よ
く
な
い
食
品
と一緒
に
お
薬
を
服
用
す
る
と
、お
薬
の
効
果
に

影
響
を
与
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、お
薬
を
服
用
す
る
際
に
注
意
が
必
要
な
食
品

を
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
紹
介
し
た
内
容
以
外
に
も
、お
薬
の
効
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
食
品
が
あ
り
ま
す
。

現
在
服
用
さ
れ
て
い
る
お
薬
と
食
品
の
飲
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

食
夏

■
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
と
飲
み
合
わ
せ
に
注
意
が
必
要
な
お
薬

　
お
薬
を
服
用
す
る
と
、体
内
で
お
薬
を
分
解
す
る
酵
素
が
働
い
て
お
薬
が
代
謝
さ
れ
ま
す
。グ
レ
ー
プ

フ
ル
ー
ツ
の
果
汁
や
果
皮
に
含
ま
れ
る
フ
ラ
ノ
ク
マ
リ
ン
誘
導
体
は
お
薬
を
分
解
す
る
酵
素
の
働
き
を

妨
げ
ま
す
。そ
の
た
め
、体
内
で
お
薬
の
効
果
が
強
く
出
て
し
ま
い
、副
作
用
が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、高
血
圧
の
治
療
薬
の
カ
ル
シ
ウ
ム
拮
抗
薬
は
、グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
と一
緒
に
服
用

す
る
と
お
薬
が
上
手
く
代
謝
さ
れ
ず
、効
果
が
強
ま
り
低
血
圧
な
ど
の
副
作
用
が
出
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
以
外
に
も
フ
ラ
ノ
ク
マ
リ
ン
誘
導
体
を
含
有
し
て
い
る
柑
橘
類
が
あ
り
注
意

が
必
要
で
す
。お
薬
を
服
用
す
る
際
は
ジ
ュ
ー
ス
や
お
茶
を
避
け
、お
水
で
服
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス

　
お
薬
が
体
内
へ
吸
収
さ
れ
る
こ
と
を
妨
げ
る
お
水
が
あ
り
ま
す
。お
水
は
、含
有
さ
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
量

（
カ
ル
シ
ウ
ム
や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
な
ど
）が
高
い
硬
水
と
低
い
軟
水
に
分
類
さ
れ
ま
す
。ミ
ネ
ラ
ル
は
、お
薬

の
構
造
に
く
っ
つ
き
不
溶
性
の
化
合
物
に
変
化
し
ま
す
。そ
の
た
め
、硬
水
で
お
薬
を
服
用
す
る
と
お
薬
が

体
内
へ
吸
収
す
る
こ
と
を
妨
げ
、お
薬
の
効
果
を
弱
め
ま
す
。海
外
製
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
硬
水
の

製
品
が
多
い
た
め
お
薬
を
服
用
す
る
際
は
注
意
が
必
要
で
す
。

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

お
薬
の
効
果
に
影
響
を
及
ぼ
す
食
品

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

340kcal
8.4ｇ
1.3ｇ
76.4ｇ
0.3ｇ

■栄養成分（1人分）

旬
を
味
わ
う

「
新
生
姜
の
甘
酢
漬
け
」と「
即
席
ち
ら
し
寿
司
」

コロナ禍を機に愛犬とのドライブ
が楽しみに。（停車中の写真）

300g
小さじ1/2
180ｃｃ
120ｃｃ
大さじ5

〈材料〉
新生姜
塩
　　 昆布だし
　　 酢
　　 砂糖

〈作り方〉
❶新生姜の茶色い部分のみ薄く皮をむき、
　繊維に沿って薄く切る。
❷鍋にたっぷりのお湯を沸かし塩を入れ、
①を1分程度さっと茹で、水気を切り
粗熱を取る。

　　 ❸Aの調味料を合わせ、②と一緒
　　　　に、清潔な保存容器で漬ける。
　　　❹半日程度冷蔵庫で寝かす。

新生姜の甘酢漬け

A

200ｇ
大さじ2

〈材料〉（1人分）
ご飯
甘酢漬けの漬け汁
新生姜の甘酢漬け
きゅうり
みょうが
鮭フレーク
大葉
白ごま

〈作り方〉
❶ご飯に甘酢漬けの漬け汁を混ぜる。
❷食べやすい大きさに刻んだ新生姜の
　甘酢漬け、きゅうり、みょうがを加え、
　鮭フレークと一緒に混ぜ合わせる。
❸器に盛り、刻んだ大葉と白ごまをふる。

20ｇ
1/3本
1/2本
10ｇ
2枚
適量

即席ちらし寿司

食中毒にならないために
・細菌やウイルスを「付けない」「増やさない」「やっつける」を意識する。
・調理の前、生肉や魚、卵に触れた後は、ハンドソープを使って手を洗う。
・肉や魚は中心部までよく加熱し、作り置きの場合は電子レンジなどで
再加熱をする。

・作り置き料理には唐辛子やにんにく、生姜、酢や梅干しなどの殺菌
作用の高い食材を使用する。

・
降
圧
剤
：
ベ
ラ
パ
ミ
ル（
ワ
ソ
ラ
ン
®
）、ア
ム
ロ
ジ
ピ
ン（
ノ
ル
バ
ス
ク
®
）、

　
　
　
　
ア
ゼ
ル
ニ
ジ
ピ
ン（
カ
ル
ブ
ロ
ッ
ク
®
）

・
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
薬
：
ア
ト
ル
バ
ス
タ
チ
ン（
リ
ピ
ト
ー
ル
®
）

・
催
眠
薬
：
ト
リ
ア
ゾ
ラ
ム（
ハ
ル
シ
オ
ン
®
）

・
利
尿
剤
：
ト
ル
バ
プ
タ
ン（
サ
ム
ス
カ
®
）

・
免
疫
抑
制
薬
：
タ
ク
ロ
リ
ム
ス（
プ
ロ
グ
ラ
フ
®
）、シ
ク
ロ
ス
ポ
リ
ン（
ネ
オ
ー
ラ
ル
®
）

■
フ
ラ
ノ
ク
マ
リ
ン
誘
導
体
を
含
有
し
て
い
る
柑
橘
類

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
、ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
ー
、ダ
イ
ダ
イ
、ハ
ッ
サ
ク
、夏
ミ
カ
ン
な
ど

■
ミ
ネ
ラ
ル
に
よ
り
お
薬
の
吸
収
が
妨
げ
ら
れ
る
お
薬

・
抗
菌
薬
：
ミ
ノ
サ
イ
ク
リ
ン（
ミ
ノ
マ
イ
シ
ン
®
）、レ
ボ
フ
ロ
キ
サ
シ
ン（
ク
ラ
ビ
ッ
ト
®
）

・
骨
粗
し
ょ
う
症
治
療
薬
：
ア
レ
ン
ド
ロ
ン
酸（
ボ
ナ
ロ
ン
®
）

大学時代はテニス部。いつかグラ
ンドスラムを現地で観戦したい！

河
合
寛
子

5 4
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登録医
紹介

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

か か り つ け 医 をもちましょう

● 院　長／板金  広
● 診療科／内科、循環器科、小児科
● 住　所／大阪市阿倍野区天王寺町北2-11-14
● 電　話／06-6713-0010
● 往　診／有　　● 訪問診療／有
● 診療時間

特長

地域の皆さまへ

内科、循環器科は総合内科専門医・循環器専門医の院長が、小児科は小児
科専門医・地域総合小児医療認定医、「子どもの心」相談医の副院長が担当して
います。高度な専門知識を活かしながらも、皆さま一人ひとりに寄り添う、心のこも
った医療を心がけています。

「ファミリークリニック」という名称で開業した、大阪で初めての
クリニックです。総合内科専門医と小児科専門医がそれぞれの専門性を活かし、
すべての年齢層の患者さんが安心して受診していただけるように、と名付けました。
地域のかかりつけ医として最良の医療を提供できるよう、スタッフ全員でがんばっ
ています。子育てに関する心配ごとなどもお気軽にご相談ください。

▲院長（前列左）、副院長（前列右）、
　スタッフ（後列）

TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126
syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

がん相談支援センター

緩和ケアチーム
栄養管理課
管理栄養士
堂川 冴子

● 院　長／森川 恵輔
● 診療科／眼科
● 住　所／大阪市中央区日本橋2-5-4 出口日本橋ビル2F
● 電　話／06-6633-9130　　● 往　診／有（要相談）
● 診療受付時間

特長

地域の皆さまへ

当院は大阪メトロ「日本橋駅」・近鉄「日本橋駅」から南へ徒歩3分の
ビルの2階にあります。平成31年に先代の院長より引き継いで診療を行って
います。結膜炎、ものもらい、白内障、緑内障、加齢黄斑変性、糖尿病網膜症な
どの諸疾患に対応しており、緑内障や網膜疾患の診断に必要な最新の機器も
導入しています。緑内障や網膜疾患は、初期には自覚症状がない場合が多い
ため、特に40歳以上の方は、定期的に検査をお受けになることをおすすめして
います。眼にとって、早期発見・早期治療が非常に大切です。

白内障や網膜硝子体手術などのため、当院から大阪赤十字
病院へ多くの患者さんを紹介しています。術後落ち着きましたら、当院で引き
続き経過観察を行います。大阪赤十字病院と緊密に連携することで、包括的で
高度な医療が提供できます。まずは、些細な眼の悩みであっても、ご相談くだ
さい。また、当院は院内処方を採用しており、待ち時間が短く、医療費を抑える
ことも可能です。

医療法人 森川眼科医院
もり かわ がん   か    い  いんい りょう ほう  じん

月 火　 水 木 金　土
  9：30～12：30午前

14：30～17：30午後

外　来

▲森川院長

▶外観

△原則予約制の検査のみ　　★手術
▲土曜日は第2・4のみ
※臨時休診はホームページや電話でご確認ください。

■休診日／木曜、日曜、祝日

月 火　 水 木 金　土
  9：00～12：00

16：00～18：00

  9：00～12：00

15：00～16：00

16：00～17：00

外　来

★予防接種・健診
※予防接種は午前・午後の診療時間内にも予約枠有

■休診日／木曜、日曜、祝日

内科・
循環器科

小児科

vol.56

〝緩和ケアチーム〟

お知らせ
からの

　
当
院
で
は
多
く
の
患
者
さ
ん
が
、が
ん
治
療
を

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。治
療
中
の
食
事
に
対
し
て

「
食
事
の
臭
い
で
気
分
が
悪
く
な
る
」「
食
べ
た
く

て
も
思
う
よ
う
に
食
べ
ら
れ
な
い
」「
普
段
の
味
と

感
じ
方
が
違
う
」と
いっ
た
症
状
で
悩
ん
で
い
る
方

が
多
く
、な
か
に
は
過
去
の
食
生
活
が
悪
か
っ
た
か

ら
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
分

を
責
め
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。食
事
を
と
る
こ
と

は
、栄
養
状
態
や
体
力
の
維
持
に
有
効
で
あ
り
、

な
に
よ
り
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。「
体

の
た
め
」「
栄
養
の
た
め
」と
思
い
す
ぎ
て
し
ま
う

と
、か
え
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
苦
痛
に
な
り
ま
す
。

治
療
中
の
食
事
管
理
は
重
要
で
あ
る
だ
け
に
苦

痛
を
感
じ
な
が
ら
実
践
す
る
の
で
は
な
く
、食
事

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、食
欲
不
振
時
の
食
事
の
工
夫
点
に

つい
て
紹
介
し
ま
す
。

　「
心
臓
病
が
あ
っ
て
も
運
動
は
で
き
る
」こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。心
臓
病
患
者
さ
ん
の
た
め
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
、心
臓
リ
ハ
ビ
リ
）」と
い
い
ま
す
。最
近
で
は「
健

康
長
寿
」へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、生
活
習
慣
病

や
持
病
の
悪
化
を
防
ぎ
た
い
、高
齢
で
あ
っ
て
も
自
立

し
た
生
活
を
し
た
い
と
の
願
い
か
ら
、「
心
臓
リ
ハ
ビ

リ
」に
関
心
を
持
た
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
」は
、心
血
管
病
患
者
の
心
肺
機
能

や
運
動
機
能
の
維
持・向
上
、疾
患
の
再
発・悪
化
予
防

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

リ
ハ
ビ
リ
と
は
少
し
異
な
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、こ
れ
ま
で「
感
染
症
の
予
防
お
よ
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」に
お
い
て「
新
型
イ
ン
フ
ル
エン
ザ
等

感
染
症
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、同
法
に
基
づ
く
私
権
制
限
に

見
合
っ
た「
国
民
の
生
命
お
よ
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
」が

あ
る
状
態
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
は
病
原
性
が
大
き

く
異
な
る
変
異
株
が
出
現
す
る
な
ど
の
特
段
の
事
情
が
生
じ
な
い
限
り
、令
和

５
年
５
月
８
日
か
ら「
５
類
感
染
症
」に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
５
類
感
染
症
へ
の
移
行
に
よ
って
社
会
的
ル
ー
ル
は
変
更
さ
れ
ま
す
が
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
性
質
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。医
療
機
関

に
お
け
る
感
染
対
策
の
緩
和
は
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
な
ど
の
誘
因
と
な
り
、一般
診

療
に
も
大
き
な
影
響
が
出
る
た
め
、医
療
機
関
で
の
感
染
対
策
の
基
本
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。無
症
状
の
感
染
者
が
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、院
内
で
は
可
能
な

限
り
医
療
従
事
者
お
よ
び
患
者
さ
ん
の
両
方
が
マ
ス
ク
を
常
時
着
用
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
ま
す
。社
会
全
体
が
緩
和
の
方
向
に
向
か
っ
て
も
、医
療
機
関
は

あ
る
程
度
の
感
染
対
策
は
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、左
記
の
有
効
な
策
を

講
じ
な
が
ら
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
」に
は
薬
物
治
療
に
匹
敵
す
る
大
き
な

予
後
改
善
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、医
療
者
の
間
で

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
効
果
を
得
る
に
は
、数
カ
月
間

の
通
院
期
間
を
通
し
て
、ご
自
身
で
も
正
し
い
運
動・生
活

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
当
院
で
は
、「
外
来
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
」を
実
施
し
て
お
り
、

外
来
通
院
で
、効
果
が
し
っ
か
り
得
ら
れ
る
ま
で
継
続
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、循
環
器
内
科
の
医
師・看
護
師
へ
、ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、口
に
で
き
そ
う
な
も
の
を
食
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。食
べ
た
く
な
い
と
き
に
は
無
理
に
食
べ
よ
う

と
せ
ず
、体
調
の
よ
い
時
間
帯
に
少
し
ず
つ
口
に
し

て
み
ま
し
ょ
う
。、少
し
ず
つ
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、量
や
品
数
を
段
階
的
に
増
や
し
て

い
き
ま
す
。

本館２階１番窓口

がん全般に関する
さまざまなご相談を
お受けしています。

★ ★ ★

★

▲外観イメージ

いたがねファミリークリニック

■

平
日
９
時
〜
15
時
30
分

■

１
枠
30
分
の
予
約
制

　
食
欲
は
環
境
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。好
き
な
音

楽
を
か
け
た
り
、い
つ
も
と
違
う
場
所
で
食
べ
た

り
、家
族
や
友
人
と
一
緒
に
食
べ
た
り
す
る
な
ど
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
食
べ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
当
院
で
は
、が
ん
治
療
に
伴
う
症
状
別
の
食
事

対
策
や
食
事
に
関
す
る
お
悩
み
に
つ
い
て
個
別
の

栄
養
相
談
を
行
って
ま
す
。少
し
で
も
食
べ
や
す
い

も
の
を
一緒
に
考
え
、栄
養
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。お
困
り
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、主
治
医
、ま
た
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

栄
養
指
導

●
食
べ
た
い
も
の
を
口
に
し
て
み
る

　
一
度
に
多
く
の
量
を
食
べ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

主
食（
ご
飯
、パ
ン
、め
ん
類
）・主
菜（
魚
、肉
、卵
、

大
豆
製
品
）を
優
先
的
に
摂
取
す
る
こ
と
で
、エ
ネ

ル
ギ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質
の
補
充
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
主
食
、主
菜
を
優
先
的
に
食
べ
る

　
１
回
の
食
事
量
を
減
ら
し
、食
事（
補
食
）の
回
数

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。補
食
に
は
、小
さ
い
お
に
ぎ

り
や
パ
ン
、果
物
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
素
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
む
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー
ズ

な
ど
の
乳
製
品
の
利
用
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
食
事
時
間
、食
事
回
数
を
工
夫
す
る

　
食
事
量
が
多
い
と
そ
れ
だ
け
で
負
担
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、少
量
ず
つ
食
べ
き
れ
る
量
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。食
べ
き
れ

る
こ
と
で『
食
べ
る
こ
と
へ

の
自
信
』に
な
り
、ひ
と
口
、

さ
ら
に
も
う
ひ
と
口
と
食
が

進
む
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

●
盛
り
付
け
を
工
夫
す
る

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

外

来リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部  

理
学
療
法
士（
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士・心
不
全
療
養
指
導
士
）  

葉
山
直
弥

看
護
部  

３
階
外
来  

看
護
師（
慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師
）  

河
合
寛
子

▲外来心臓リハビリのスタッフ

自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
や
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
使
用
し
た
運
動

専
門
の
医
師・理
学
指
導
士
が一人
ひ
と
り
の
病
状
に
応
じ
た
運
動
プ
ラ
ン
を
提
案

医
師・看
護
師・理
学
療
法
士・栄
養
士・薬
剤
師
に
よ
る
疾
患
教
育

次
の
３
つ
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
」の
特
徴

123

新型コロナウイルス感染症

5類移行後の
医療機関の対応について

感
染
防
止
の
　
　つ
の
基
本
（
令
和
５
年
３
月
８
日
厚
生
労
働
省「
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」よ
り一
部
改
変
）

4

1
体
調
不
安
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、無
理
を
せ
ず
自
宅
で
療
養
あ
る
い
は
受
診
し
、

高
齢
者
や
持
病
が
あ
る
よ
う
な
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
と
会
う
場
合
は
、

体
調
管
理
を
厳
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
携
帯
し
、マ
ス
ク
の
着
用
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
場
面
で
は
、

で
き
る
だ
け
着
用
に
応
じ
、そ
の
場
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

3
換
気
、密
集・密
接・密
閉（
三
密
）の
回
避
は
引
き
続
き
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

4
食
事
前
、ト
イ
レ
の
後
、家
に
帰
っ
た
と
き
な
ど
に
は
、

20
秒
〜
30
秒
程
度
か
け
て
流
水
と
石
鹸
で
丁
寧
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
が
で
き
な
い
場
合
は
、手
指
消
毒
薬
の
使
用
も
有
効
で
す
。

7 6
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登録医
紹介

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

か か り つ け 医 をもちましょう

● 院　長／板金  広
● 診療科／内科、循環器科、小児科
● 住　所／大阪市阿倍野区天王寺町北2-11-14
● 電　話／06-6713-0010
● 往　診／有　　● 訪問診療／有
● 診療時間

特長

地域の皆さまへ

内科、循環器科は総合内科専門医・循環器専門医の院長が、小児科は小児
科専門医・地域総合小児医療認定医、「子どもの心」相談医の副院長が担当して
います。高度な専門知識を活かしながらも、皆さま一人ひとりに寄り添う、心のこも
った医療を心がけています。

「ファミリークリニック」という名称で開業した、大阪で初めての
クリニックです。総合内科専門医と小児科専門医がそれぞれの専門性を活かし、
すべての年齢層の患者さんが安心して受診していただけるように、と名付けました。
地域のかかりつけ医として最良の医療を提供できるよう、スタッフ全員でがんばっ
ています。子育てに関する心配ごとなどもお気軽にご相談ください。

▲院長（前列左）、副院長（前列右）、
　スタッフ（後列）

TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126
syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

がん相談支援センター

緩和ケアチーム
栄養管理課
管理栄養士
堂川 冴子

● 院　長／森川 恵輔
● 診療科／眼科
● 住　所／大阪市中央区日本橋2-5-4 出口日本橋ビル2F
● 電　話／06-6633-9130　　● 往　診／有（要相談）
● 診療受付時間

特長

地域の皆さまへ

当院は大阪メトロ「日本橋駅」・近鉄「日本橋駅」から南へ徒歩3分の
ビルの2階にあります。平成31年に先代の院長より引き継いで診療を行って
います。結膜炎、ものもらい、白内障、緑内障、加齢黄斑変性、糖尿病網膜症な
どの諸疾患に対応しており、緑内障や網膜疾患の診断に必要な最新の機器も
導入しています。緑内障や網膜疾患は、初期には自覚症状がない場合が多い
ため、特に40歳以上の方は、定期的に検査をお受けになることをおすすめして
います。眼にとって、早期発見・早期治療が非常に大切です。

白内障や網膜硝子体手術などのため、当院から大阪赤十字
病院へ多くの患者さんを紹介しています。術後落ち着きましたら、当院で引き
続き経過観察を行います。大阪赤十字病院と緊密に連携することで、包括的で
高度な医療が提供できます。まずは、些細な眼の悩みであっても、ご相談くだ
さい。また、当院は院内処方を採用しており、待ち時間が短く、医療費を抑える
ことも可能です。

医療法人 森川眼科医院
もり かわ がん   か    い  いんい りょう ほう  じん

月 火　 水 木 金　土
  9：30～12：30午前

14：30～17：30午後

外　来

▲森川院長

▶外観

△原則予約制の検査のみ　　★手術
▲土曜日は第2・4のみ
※臨時休診はホームページや電話でご確認ください。

■休診日／木曜、日曜、祝日

月 火　 水 木 金　土
  9：00～12：00

16：00～18：00

  9：00～12：00

15：00～16：00

16：00～17：00

外　来

★予防接種・健診
※予防接種は午前・午後の診療時間内にも予約枠有

■休診日／木曜、日曜、祝日

内科・
循環器科

小児科

vol.56

〝緩和ケアチーム〟

お知らせ
からの

　
当
院
で
は
多
く
の
患
者
さ
ん
が
、が
ん
治
療
を

受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。治
療
中
の
食
事
に
対
し
て

「
食
事
の
臭
い
で
気
分
が
悪
く
な
る
」「
食
べ
た
く

て
も
思
う
よ
う
に
食
べ
ら
れ
な
い
」「
普
段
の
味
と

感
じ
方
が
違
う
」と
いっ
た
症
状
で
悩
ん
で
い
る
方

が
多
く
、な
か
に
は
過
去
の
食
生
活
が
悪
か
っ
た
か

ら
病
気
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
自
分

を
責
め
る
方
も
お
ら
れ
ま
す
。食
事
を
と
る
こ
と

は
、栄
養
状
態
や
体
力
の
維
持
に
有
効
で
あ
り
、

な
に
よ
り
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
ま
す
。「
体

の
た
め
」「
栄
養
の
た
め
」と
思
い
す
ぎ
て
し
ま
う

と
、か
え
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
苦
痛
に
な
り
ま
す
。

治
療
中
の
食
事
管
理
は
重
要
で
あ
る
だ
け
に
苦

痛
を
感
じ
な
が
ら
実
践
す
る
の
で
は
な
く
、食
事

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
、食
欲
不
振
時
の
食
事
の
工
夫
点
に

つい
て
紹
介
し
ま
す
。

　「
心
臓
病
が
あ
っ
て
も
運
動
は
で
き
る
」こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。心
臓
病
患
者
さ
ん
の
た
め
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

（
以
下
、心
臓
リ
ハ
ビ
リ
）」と
い
い
ま
す
。最
近
で
は「
健

康
長
寿
」へ
の
意
識
が
高
ま
っ
て
お
り
、生
活
習
慣
病

や
持
病
の
悪
化
を
防
ぎ
た
い
、高
齢
で
あ
っ
て
も
自
立

し
た
生
活
を
し
た
い
と
の
願
い
か
ら
、「
心
臓
リ
ハ
ビ

リ
」に
関
心
を
持
た
れ
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

　「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
」は
、心
血
管
病
患
者
の
心
肺
機
能

や
運
動
機
能
の
維
持・向
上
、疾
患
の
再
発・悪
化
予
防

を
目
的
と
す
る
も
の
で
、一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

リ
ハ
ビ
リ
と
は
少
し
異
な
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、こ
れ
ま
で「
感
染
症
の
予
防
お
よ
び
感
染

症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」に
お
い
て「
新
型
イ
ン
フ
ル
エン
ザ
等

感
染
症
」と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、同
法
に
基
づ
く
私
権
制
限
に

見
合
っ
た「
国
民
の
生
命
お
よ
び
健
康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
お
そ
れ
」が

あ
る
状
態
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
は
病
原
性
が
大
き

く
異
な
る
変
異
株
が
出
現
す
る
な
ど
の
特
段
の
事
情
が
生
じ
な
い
限
り
、令
和

５
年
５
月
８
日
か
ら「
５
類
感
染
症
」に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
５
類
感
染
症
へ
の
移
行
に
よ
って
社
会
的
ル
ー
ル
は
変
更
さ
れ
ま
す
が
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
性
質
が
変
わ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。医
療
機
関

に
お
け
る
感
染
対
策
の
緩
和
は
ク
ラ
ス
タ
ー
発
生
な
ど
の
誘
因
と
な
り
、一般
診

療
に
も
大
き
な
影
響
が
出
る
た
め
、医
療
機
関
で
の
感
染
対
策
の
基
本
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。無
症
状
の
感
染
者
が
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、院
内
で
は
可
能
な

限
り
医
療
従
事
者
お
よ
び
患
者
さ
ん
の
両
方
が
マ
ス
ク
を
常
時
着
用
す
る
こ
と

を
基
本
と
し
ま
す
。社
会
全
体
が
緩
和
の
方
向
に
向
か
っ
て
も
、医
療
機
関
は

あ
る
程
度
の
感
染
対
策
は
継
続
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、左
記
の
有
効
な
策
を

講
じ
な
が
ら
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
も
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
」に
は
薬
物
治
療
に
匹
敵
す
る
大
き
な

予
後
改
善
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、医
療
者
の
間
で

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
効
果
を
得
る
に
は
、数
カ
月
間

の
通
院
期
間
を
通
し
て
、ご
自
身
で
も
正
し
い
運
動・生
活

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
当
院
で
は
、「
外
来
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
」を
実
施
し
て
お
り
、

外
来
通
院
で
、効
果
が
し
っ
か
り
得
ら
れ
る
ま
で
継
続
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
ま
す
。興
味
を
持
た
れ
た
方
は
、循
環
器
内
科
の
医
師・看
護
師
へ
、ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、口
に
で
き
そ
う
な
も
の
を
食
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。食
べ
た
く
な
い
と
き
に
は
無
理
に
食
べ
よ
う

と
せ
ず
、体
調
の
よ
い
時
間
帯
に
少
し
ず
つ
口
に
し

て
み
ま
し
ょ
う
。、少
し
ず
つ
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
れ
ば
、量
や
品
数
を
段
階
的
に
増
や
し
て

い
き
ま
す
。

本館２階１番窓口

がん全般に関する
さまざまなご相談を
お受けしています。

★ ★ ★

★

▲外観イメージ

いたがねファミリークリニック

■

平
日
９
時
〜
15
時
30
分

■

１
枠
30
分
の
予
約
制

　
食
欲
は
環
境
に
も
左
右
さ
れ
ま
す
。好
き
な
音

楽
を
か
け
た
り
、い
つ
も
と
違
う
場
所
で
食
べ
た

り
、家
族
や
友
人
と
一
緒
に
食
べ
た
り
す
る
な
ど
、

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
食
べ
ら
れ
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
も
大
切
で
す
。

　
当
院
で
は
、が
ん
治
療
に
伴
う
症
状
別
の
食
事

対
策
や
食
事
に
関
す
る
お
悩
み
に
つ
い
て
個
別
の

栄
養
相
談
を
行
って
ま
す
。少
し
で
も
食
べ
や
す
い

も
の
を
一緒
に
考
え
、栄
養
面
の
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。お
困
り
な
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
、主
治
医
、ま
た
は
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。

栄
養
指
導

●
食
べ
た
い
も
の
を
口
に
し
て
み
る

　
一
度
に
多
く
の
量
を
食
べ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

主
食（
ご
飯
、パ
ン
、め
ん
類
）・主
菜（
魚
、肉
、卵
、

大
豆
製
品
）を
優
先
的
に
摂
取
す
る
こ
と
で
、エ
ネ

ル
ギ
ー
や
た
ん
ぱ
く
質
の
補
充
に
つ
な
が
り
ま
す
。

●
主
食
、主
菜
を
優
先
的
に
食
べ
る

　
１
回
の
食
事
量
を
減
ら
し
、食
事（
補
食
）の
回
数

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。補
食
に
は
、小
さ
い
お
に
ぎ

り
や
パ
ン
、果
物
の
ほ
か
、さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
素
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
含
む
牛
乳
や
ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー
ズ

な
ど
の
乳
製
品
の
利
用
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
食
事
時
間
、食
事
回
数
を
工
夫
す
る

　
食
事
量
が
多
い
と
そ
れ
だ
け
で
負
担
を
感
じ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、少
量
ず
つ
食
べ
き
れ
る
量
を

用
意
し
ま
し
ょ
う
。食
べ
き
れ

る
こ
と
で『
食
べ
る
こ
と
へ

の
自
信
』に
な
り
、ひ
と
口
、

さ
ら
に
も
う
ひ
と
口
と
食
が

進
む
き
っ
か
け
に
も
な
り
ま
す
。

●
盛
り
付
け
を
工
夫
す
る

心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

外

来リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
部  

理
学
療
法
士（
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
指
導
士・心
不
全
療
養
指
導
士
）  

葉
山
直
弥

看
護
部  

３
階
外
来  

看
護
師（
慢
性
心
不
全
看
護
認
定
看
護
師
）  

河
合
寛
子

▲外来心臓リハビリのスタッフ

自
転
車
エ
ル
ゴ
メ
ー
タ
ー
や
ゴ
ム
バ
ン
ド
を
使
用
し
た
運
動

専
門
の
医
師・理
学
指
導
士
が一人
ひ
と
り
の
病
状
に
応
じ
た
運
動
プ
ラ
ン
を
提
案

医
師・看
護
師・理
学
療
法
士・栄
養
士・薬
剤
師
に
よ
る
疾
患
教
育

次
の
３
つ
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

「
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
」の
特
徴

123

新型コロナウイルス感染症

5類移行後の
医療機関の対応について

感
染
防
止
の
　
　つ
の
基
本
（
令
和
５
年
３
月
８
日
厚
生
労
働
省「
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー
ド
」よ
り一
部
改
変
）

4

1
体
調
不
安
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
、無
理
を
せ
ず
自
宅
で
療
養
あ
る
い
は
受
診
し
、

高
齢
者
や
持
病
が
あ
る
よ
う
な
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
人
と
会
う
場
合
は
、

体
調
管
理
を
厳
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

2
外
出
時
は
マ
ス
ク
を
携
帯
し
、マ
ス
ク
の
着
用
が
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
場
面
で
は
、

で
き
る
だ
け
着
用
に
応
じ
、そ
の
場
に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

3
換
気
、密
集・密
接・密
閉（
三
密
）の
回
避
は
引
き
続
き
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

4
食
事
前
、ト
イ
レ
の
後
、家
に
帰
っ
た
と
き
な
ど
に
は
、

20
秒
〜
30
秒
程
度
か
け
て
流
水
と
石
鹸
で
丁
寧
に
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。

手
洗
い
が
で
き
な
い
場
合
は
、手
指
消
毒
薬
の
使
用
も
有
効
で
す
。
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「青い思い出」 秦 美紀子（エイブルアート・カンパニー所属  https://www.ableartcom.jp)

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

シリーズ 循環器内科部長 林 富士男情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート85

大阪赤十字病院の理念

特 集

食だより／夏　旬を味わう「新生姜の甘酢漬け」と「即席ちらし寿司」　　　お薬ミニ知識／お薬の効果に影響を及ぼす食品
〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ 　　かかりつけ医をもちましょう
新型コロナウイルス感染症 5類移行後の医療機関の対応について　　　Topics Box ニュース＆イベント

大空から「しあわせの花」すずらんが届けられました 本誌「びり～ぶ」について
皆さまのお声をお聞かせください

活動資金へのご協力ありがとうございました

無機抗菌剤・印刷・印刷面
JP0122518A0001V

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
病院のご案内

https://www.osaka-med.jrc.or.jp

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和5年7月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111■お問い合わせ （代表）
大阪赤十字病院

アンケート方法

右記のQRコードを
携帯電話で読み取り、

回答後、
送信してください。

https://www.jrc.or.jp赤十字全般

LINE
初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０
再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５

診察券は全科共通で使用いたしますので、
ご来院時には必ずお持ちください。

土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、
一部を制限しています。

保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

■保険証等

■ご 面 会

■診 察 券
■休 診 日

随時配信中！
フォローしてね友だち登録してね

当院は
敷地内全面
禁煙です
ご理解とご協力を
お願いします。

大阪赤十字病院、こんな取り組みもしています！

　令和５年５月23日(火)、全日本空輸株式会社の皆さまが、北海道
で栽培されたすずらんの切り花と、すずらんの香りがするしおりの
贈呈のため来院されました。すず
らんの寄贈は、全日本空輸株式会
社のご厚意により、昭和31年から
行われています。今年で68回目を

迎えましたが、新型コロナウイルス感染症の影響で、ご来院
いただいての寄贈は4年ぶりとなりました。
　当日は、１階正面玄関で寄贈セレモニーが行われた後、客室
乗務員の方よりご来院の患者さんと職員にしおりが配られ、
すずらんの花言葉のとおり「しあわせ」が訪れました。

　「赤十字」の創始者はスイス人のアンリ―・デュナンです。1859年にイタリア統一戦争の激戦地
でデュナンが「苦しむ人は敵味方関係なく救護しなければならない」という思いを持ったことが
赤十字の原点です。彼の誕生日にちなみ、毎年５月８日は世界赤十字デーと定められており、日本
赤十字社では、この日を含む毎年５月を赤十字運動月間としています。
　当院でも５月中に院内に設置した活動資金へのご協力をお願いする募金箱に、4,970円のご協
力をいただきました。誠にありがとうございました。

人事異動情報 （令和5年5月1日付～6月16日付）
採用

退職

　今後も皆さまの声を反映しながら、よりよい情報誌
にしていきたいと考えています。
ぜひ、皆さまのご意見・ご感想をお聞かせください。

ご協力をお願いします。

5月は赤十字運動月間

〈5月  1日付〉【産婦人科部】川田 悦子（医師）
〈6月  1日付〉【消化器外科部】白井 久也（医長）
　　　  　　【麻酔科・集中治療部】櫻井 洸太朗（非常勤嘱託医師）
〈6月16日付〉【消化器外科部】松末 亮（非常勤嘱託医師）

〈5月31日付〉【麻酔科・集中治療部】三好 健太郎（非常勤嘱託医師）

個人として資金を拠出された場合

TEL ： 06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置 ■表彰制度

●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき
→ 社長感謝状

3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書
〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で500万円以上
　　法人・団体の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で1,000万円以上

寄付金の全額（ただし、上限は寄付
者の年間所得額の40％）から2千円
を差し引いた額が寄付者の年間所
得総額から控除されます。
（所得税法第78条第2項第3号）

法人として資金を拠出された場合
●特定公益増進法人に対する寄付金
の損金算入限度額を損金に算入す
ることができます。
（法人税法第37条第4項）

ご寄付の連絡先

2.支部長表彰状（感謝状）  
　個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき

※国の表彰については、表彰を代行申請するものであり、ご受章をお約束するものではありません。また、代行申請にあたり別途ご提出いただく書類があります。

日本赤十字社に対してなされた活動資金
のご協力は、税制上の優遇措置が受けら
れます。

日本赤十字社では、ご寄付いただいた方・法人に対し下記のとおり感謝状などをお贈りしています。

※寄付金損金算入限度額については、法人の
　資本や所得金額によって異なります。
　限度額については税務署や税理士の方に
　ご確認ください。

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に励みます。

https://www.osaka-med.jrc.or.jp
ご寄付の方法については、当院ホームページにも掲載しています。

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。

についてご 寄 付 皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

▲寄贈セレモニー

外来心臓リハビリテーション

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和5年7月発行　第85号1 8
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